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団
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保
育
料
は
甲
府
市
も
財
政

投
入
を
し
て
軽
減
措
置
を

と
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で

も
高
く
子
育
て
の
負
担
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
は
新
年
度
予
算
で
、
年

収
３
６
０
万
円
未
満
の
世
帯

の
多
子
計
算
年
齢
制
限
を
撤

廃
し
、
第
２
子
保
育
料
を
半

額
、
第
３
子
以
降
の
保
育
料

を
無
償
化
、
一
人
親
世
帯
等

は
、
第
１
子
半
額
、
第
２
子

無
償
化
に
し
ま
す
。
県
も
所

得
制
限
は
あ
り
ま
す
が
、
第

２
子
以
降
３
歳
保
育
料
を
無

料
化
し
ま
す
。

　

代
表
質
問
で
は
「
こ
れ
ら

を
活
用
す
れ
ば
、
さ
ら
な
る

市
独
自
の
保
育
料
軽
減
は
可

能
な
は
ず
」
と
指
摘
し
、
所

得
制
限
の
撤
廃
や
引
き
上

げ
、
対
象
年
齢
の
拡
大
な
ど

を
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

安
倍
地
方
政
治
に

は
批
判
的
に

　

安
倍
内
閣
の
経
済
政
策

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
は
大
失

敗
、「
そ
の
効
果
は
や
が
て

地
方
に
も
波
及
す
る
は
ず
」

就
学
援
助

対
象
拡
大
を

　

小
中
学
校
に
通
う
子
ど
も

た
ち
が
、
経
済
的
理
由
で
就

学
困
難
に
な
ら
な
い
よ
う
学

用
品
代
な
ど
を
支
給
す
る
就

府
の
市
街
地
で
観
察
で
き
る

貴
重
な
場
所
で
す
が
、
動
物

　
「
子
ど
も
の
貧
困
」
が
社
会
問
題
化
し
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
甲
府
市
議
団
は
、
保
育
料
の
軽
減
や
、

給
食
費
の
値
上
げ
中
止
、
就
学
援
助
の
充
実
を
市
に

求
め
ま
し
た
。

給
食
費
値
上
げ

中
止
を

　

材
料
費
の
高
騰
や
消
費
税

増
税
の
影
響
で
、
４
月
か
ら

小
中
学
校
の
給
食
費
が
値
上

子どもの貧困対策、介護支援・・・

生活応援の市政を

げ
と
な
り
ま
し
た
。

　

甲
府
市
の
給
食
費
は
県
内

の
他
市
町
村
と
比
べ
て
高
い

状
況
で
す
。
一
般
会
計
か
ら

の
繰
り
入
れ
を
し
て
、
負
担

を
軽
減
し
て
い
る
市
町
村
も

あ
り
ま
す
。

　

一
般
質
問
で
は
、
値
上
げ

を
回
避
す
る
た
め
の
財
政
措

置
を
実
施
す
る
べ
き
だ
と
、

学
援
助
制
度
。

　

甲
府
市
で
は
、
小
中
学
生

の
１
０
・
５
％
が
就
学
援
助

を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
の
数

値
は
全
国
平
均
（
１
５
・
６

８
％
）
を
大
き
く
下
回
り
ま

す
。

　

母
子
家
庭
の
平
均
年
収

は
、
全
国
で
は
約
２
９
１
万

円
で
あ
る
の
に
た
い
し
、
山

梨
県
で
は
約
２
４
０
万
円
で

す
。
県
内
の
子
育
て
世
帯
が

全
国
に
比
べ
て
豊
か
と
い
う

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

一
般
質
問
で
は
「
援
助
の

必
要
な
子
ど
も
に
、
必
要
な

援
助
が
さ
れ
て
い
な
い
の
で

は
な
い
か
」
と
指
摘
。

と
い
う
幻
想
は
断
ち
切
り
、

市
民
負
担
の
軽
減
と
社
会
保

障
の
充
実
、
中
小
企
業
・
地

場
産
業
支
援
な
ど
に
力
を
入

れ
る
べ
き
で
す
。

　

地
方
政
策
で
も
、
行
財
政

の
抑
制
・
削
減
と
、
地
方
交

付
税
制
度
の
根
幹
を
ゆ
が
め

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

代
表
質
問
で
は
「
安
倍
内

閣
に
は
、
批
判
的
に
対
峙
し

て
い
く
べ
き
」
と
強
調
し
ま

し
た
。

新
入
学
学
用
品
費

支
給
時
期
を
前
倒
し

　
　
　
当
局
が
答
弁

　

就
学
援
助
を
受
け
て
い
る

児
童
、
生
徒
に
た
い
し
、
入

学
準
備
の
た
め
に
支
給
し
て

い
る
「
新
入
学
児
童
生
徒
学

用
品
費
」
に
つ
い
て
、
甲
府

市
は
２
０
１
７
年
度
か
ら
、

支
給
時
期
を
入
学
前
へ
と
早

め
ま
す
。

　

予
算
特
別
委
員
会
で
の
、

日
本
共
産
党
の
質
問
に
対
す

る
答
弁
で
わ
か
り
ま
し
た
。

　

現
行
の
支
給
時
期
は
入
学

し
た
年
の
７
月
下
旬
で
す
。

　

日
本
共
産
党
は
昨
年
９
月

定
例
会
で
「
入
学
準
備
に
間

に
合
わ
な
い
」
と
指
摘
し
、

入
学
前
に
支
給
し
て
い
る
他

都
市
の
事
例
も
示
し
な
が

ら
、
改
善
を
求
め
ま
し
た
。

希
少
な
猛
き
ん
類

ア
オ
バ
ズ
ク
の
保
護
を

園
と
あ
わ
せ
た
整
備
で
工
事

に
入
り
ま
す
。

　

代
表
質
問
で
は
、
ア
オ
バ

ズ
ク
の
生
息
に
必
要
な
樹
木

の
確
認
と
保
存
、
工
事
期
間

の
配
慮
な
ど
必
要
な
対
策
を

保
育
料
引
き
下
げ
を

（古上条町在住）
内藤しろう

（朝日町在住）
清水ひでとも 木内なおこ

（山宮町在住）

　

就
学
援
助
認
定
基
準
（
現

在
は
生
活
保
護
基
準
の
約

１
・
３
倍
）
の
拡
大
や
、
制

度
周
知
の
改
善
、
申
請
書
・

添
付
書
類
の
簡
素
化
な
ど
を

求
め
ま
し
た
。

ア
オ
バ
ズ
ク

フ
ク
ロ
ウ
の
一
種
。近
年
、

巣
を
つ
く
る
木
の
伐
採
や

越
冬
地
の
開
発
で
個
体
数

が
減
少
し
て
い
ま
す
。
県

の
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク

で
も
「
準
絶
滅
危
惧
」
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

３
月
議
会

遊
亀
公
園
に
生
息
し
て
い
る
ア
オ
バ
ズ
ク
（
地
元
住
民
提
供
）

　

遊
亀
公
園
は
、
希
少
な
猛

き
ん
類
の
ア
オ
バ
ズ
ク
が
甲

当
局
に
迫
り
ま
し
た
。

と
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

当
局
は
「
す
で
に
専
門

家
の
意
見
を
聞
い
て
い

る
。
今
後
も
生
育
環
境
の

質
の
向
上
に
配
慮
す
る
」

と
答
え
ま
し
た
。



課
限
度
額
の
引
き
上
げ
に
よ

り
、
４
人
世
帯
で
は
、
所
得

５
０
２
万
円
以
上
で
負
担
が

増
え
る
な
ど
、
中
間
所
得
層

の
負
担
を
増
や
す
も
の
で
あ

る
の
で
反
対
し
ま
し
た
。

活
性
化
損
な
う

地
方
卸
売
市
場
事
業

　
「
賑
わ
い
の
あ
る
市
場
づ

く
り
施
設
事
業
」
は
、「
市

場
の
活
性
化
」
と
い
う
当
初

の
目
的
が
大
き
く
損
な
わ
れ

た
も
と
で
、
な
り
ふ
り
か
ま

わ
ず
誤
っ
た
方
向
に
進
も
う

と
し
て
お
り
、
い
っ
た
ん
白

紙
に
戻
す
べ
き
で
す
。

　

こ
の
立
場
か
ら
今
回
の
地

方
卸
売
市
場
事
業
会
計
予
算

に
は
反
対
し
ま
し
た
。

不
明
朗
、
不
公
平
な

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付

　

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事

業
は
償
還
率
が
低
く
、
ゼ
ロ

償
還
者
も
８
７
人
で
、
償
還

さ
れ
な
い
部
分
を
市
民
の
税

金
で
穴
埋
め
し
て
い
ま
す
。

他
の
事
業
に
見
ら
れ
な
い
不

明
朗
、
不
公
平
な
事
業
で
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
出
し

を
含
め
、
認
め
る
こ
と
は
で

き
な
い
と
指
摘

し
ま
し
た
。

都
市
計
画
公
園
の
見
直
し
に
つ
い
て

介
護
職
員
の
処
遇
改
善
を
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政
府
は
２
０
１
５
年
４
月

の
介
護
報
酬
改
定
で
、
処
遇

改
善
加
算
に
よ
っ
て
「
介
護

職
員
の
処
遇
が
改
善
さ
れ

る
」
と
宣
伝
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
介
護
報
酬
全
体
で
は

２
・
２
７
％
の
引
き
下
げ
で

あ
り
、
処
遇
改
善
は
一
部
に

と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　

全
労
連
（
全
国
労
働
組
合

総
連
合
）
が
実
施
し
た
調
査

の
中
間
報
告
に
よ
る
と
、
今

年
度
か
ら
月
収
と
一
時
金
を

合
算
し
て
収
入
が
増
え
た
と

答
え
た
人
は
１
６
・
１
％
、

６
人
に
１
人
に
と
ど
ま
り
ま

し
た
。
介
護
職
場
で
働
く
正

規
職
員
と
フ
ル
タ
イ
ム
非
正

規
職
員
の
平
均
賃
金
は
、
月

額
２
１
万
８
７
４
１
円
で

す
。
こ
れ
は
、
全
産
業
労
働

者
の
平
均
賃
金
２
９
万
９
６

０
０
円
よ
り
約
８
万
１
千
円

も
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
質
問
で
は
「
根
本
的

に
は
国
庫
負
担
増
に
よ
る
介

　

特
別
職
（
市
長
、
副
市

長
、
代
表
監
査
委
員
、
教

育
長
）
と
議
員
の
期
末
手

当
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

た
が
、
日
本
共
産
党
は
反

対
し
ま
し
た
。

　

今
議
会
で
は
、
所
得
の

少
な
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
に
た
い
す
る
食
費
負

担
助
成
事
業
が
改
悪
さ
れ

ま
し
た
。
削
ら
れ
た
支
出

は
９
９
万
円
で
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
議
員
と

特
別
職
の
手
当
を
増
や
す

た
め
に
１
６
７
万
円
を
使

う
こ
と
は
、
市
民
の
理
解

が
得
ら
れ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

◇

　

な
お
特
別
職
の
給
与
は

今
年
度
も
定
額
よ
り
１
割

カ
ッ
ト
さ
れ
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
が

不
十
分

　
「
相
対
的
貧
困
率
」
や
「
子

ど
も
の
貧
困
率
」
が
と
も
に

過
去
最
悪
を
更
新
し
、
景
況

感
が
悪
化
す
る
な
ど
、
市
民

生
活
と
地
域
経
済
は
深
刻
な

事
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

予
算
編
成
に
お
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
市
民
負
担

軽
減
と
、
そ
れ
に
よ
る
個
人

消
費
の
応
援
、
地
域
経
済
の

活
性
化
が
強
く
求
め
ら
れ
ま

し
た
。

　

１
９
７
９
年
に
計
画
さ
れ

た
羽
黒
公
園
と
北
西
公
園
の

整
備
の
見
直
し
に
つ
い
て
の

住
民
説
明
会
が
昨
年
１
１
月

に
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
中
止
も
や
む
な
し
」
と

の
声
が
あ
る
一
方
、「
今
に

な
っ
て
中
止
と
い
う
結
論
あ

り
き
の
説
明
に
は
納
得
で
き

な
い
」「
ず
っ
と
公
園
が
で

き
る
も
の
と
待
っ
て
い
た
。

北
西
部
地
域
は
他
の
地
域
に

く
ら
べ
て
公
園
が
少
な
い
」

「
リ
ニ
ア
新
駅
等
、
南
の
開

発
計
画
に
は
熱
心
だ
が
、
北

は
置
い
て
け
ぼ
り
に
さ
れ
て

い
る
感
じ
が
す
る
」
な
ど
、

戸
惑
い
、
反
対
す
る
声
が
多

く
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
引
き
続

き
住
民
と
十
分
に
論
議
し
、

理
解
と
納
得
の
上
で
取
り
組

む
よ
う
求
め
ま
し
た
。

公
共
施
設
31
％
削
減
押

し
付
け
る
な

　

国
の
号
令
を
受
け
、
市
は

２
０
１
６
年
度
か
ら
２
年
間

か
け
て
、
公
共
施
設
の
統
廃

護
報
酬
の
引
き
上
げ
が
必

要
」
と
指
摘
し
た
上
で
、
①

市
独
自
に
、
介
護
職
員
の
賃

上
げ
の
た
め
の
助
成
や
、
介

護
職
員
確
保
の
た
め
の
独
自

施
策
を
実
施
す
る
こ
と
、
②

「
介
護
」
を
「
基
盤
産
業
」

に
位
置
付
け
る
こ
と
を
求
め

ま
し
た
。

合
等
の
方
向
性
を
盛
り
込
ん

だ
（
仮
称
）「
甲
府
市
公
共

施
設
再
配
置
計
画
」
を
策
定

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

同
計
画
の
素
案
に
掲
げ
ら

れ
た
、
公
共
施
設
の
延
べ
床

面
積
を
３
０
年
間
で
３
１
％

削
減
す
る
と
い
う
目
標
は
、

市
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を

与
え
ま
す
。

　

代
表
質
問
で
は
「
数
値
目

標
が
先
に
あ
り
き
」で
削
減
、

縮
小
を
住
民
に
押
し
付
け
な

い
よ
う
求
め
ま
し
た
。

お
か
し
い
ぞ
！
議
員
・
特
別
職
は
手
当

引
き
上
げ
、
デ
イ
食
費
補
助
は
カ
ッ
ト

　
３
月
市
議
会
で
は
、
２
０
１
６
年
度
の
予
算
案
が
審

査
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
は
15
の
予
算
案
の
う
ち
、

一
般
会
計
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
、
地
方
卸

売
市
場
事
業
会
計
、
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別

会
計
の
４
つ
に
、
以
下
の
理
由
で
反
対
し
ま
し
た
。

　

１
月
か
ら
子
ど
も
の
医
療

費
無
料
制
度
の
対
象
が
中
学

３
年
生
ま
で
拡
大
さ
れ
ま
し

た
。
予
算
案
に
は
、
重
度
心

身
障
が
い
児
の
医
療
費
窓
口

無
料
制
度
の
復
活
な
ど
が
盛

り
込
ま
れ
ま
し
た
。
地
域
の

業
者
の
仕
事
お
こ
し
に
成
果

を
あ
げ
て
い
る
「
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
」
に
つ

い
て
は
、
３
年
間
継
続
さ
せ

る
と
の
表
明
が
あ
り
、
こ
れ

ら
は
大
歓
迎
で
す
。

　

ま
た
、
少
人
数
学
習
の
試

行
的
実
施
、
産
業
の
育
成
や

雇
用
の
拡
大
を
図
る
「
実
効

性
の
あ
る
条
例
」
の
制
定
、

ジ
ュ
エ
リ
ー
や
ワ
イ
ン
、
地

場
産
業
の
振
興
な
ど
に
つ
い

て
は
、
日
本
共
産
党
と
し
て

も
注
目
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
高
齢
者
福
祉
の
分

野
に
お
い
て
は
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
の
整
備
計
画
を

は
じ
め
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
不

十
分
さ
、
甲
府
市
老
齢
者
医

療
費
助
成
制
度
の
廃
止
な

ど
、
市
民
の
切
実
な
願
い
と

は
程
遠
い
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
国
の
社
会
保

障
抑
制
路
線
を
そ
の
ま
ま
持

ち
込
ん
だ
も
の
で
す
。
住
民

の
福
祉
の
向
上
を
図
る
こ
と

を
責
務
と
す
る
地
方
自
治
体

の
あ
り
方
か
ら
見
て
、
不
十

分
で
す
。

　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
推

進
に
つ
い
て
は
、
将
来
の
甲

府
市
の
ま
ち
づ
く
り
と
財
政

に
大
き
な
困
難
を
も
た
ら
し

か
ね
ま
せ
ん
。

　

小
学
校
給
食
の
調
理
業
務

の
民
間
委
託
は
さ
ら
に
進
み

ま
す
。
自
治
体
の
民
営
化
の

進
行
は
、
公
務
労
働
と
し
て

の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
継
承
、
専
門

性
、
継
続
性
、
公
平
性
の
後

退
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　

市
職
員
に
占
め
る
非
正

規
・
嘱
託
職
員
の
割
合
も
０
・

２
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
、３
６
・

１
％
と
な
る
見
通
し
で
す
。

市
が
率
先
し
て
安
定
し
た
雇

用
を
つ
く
り
だ
す
姿
勢
が
見

ら
れ
ず
、
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア

層
の
増
加
や
、
民
間
賃
金
へ

の
引
き
下
げ
圧
力
と
な
り
、

地
域
の
消
費
購
買
力
を
低
下

さ
せ
る
も
の
で
す
。

　

以
上
か
ら
、
一
般
会
計
予

算
に
反
対
し
ま
し
た
。

国
保
　
中
間
所
得

層
に
負
担
増

　

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
に
つ
い
て
は
、
低
所
得

者
の
保
険
料
軽
減
対
象
は
広

が
り
ま
す
が
、
一
方
で
、
賦

「人口減少時代の自治体財政」をテー
マにしたセミナーに参加しました


